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制
度
や
分
野
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
興
味
や
関
心
が
あ
る
こ
と

で
気
軽
に
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し

た
「
広
が
れ
、
助
け
合
い
の
輪
！

み
や
ざ
き
交
流
集
会
」。

　

今
回
は
、
様
々
な
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
次
々
と
新
た
な

地
域
活
動
を
立
ち
上
げ
て
い
る
「
三

股
町
」
を
舞
台
に
、
実
際
に
ど
の

よ
う
に
課
題
を
み
つ
け
、
そ
の
解

決
に
向
け
て
人
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
、
さ
さ
え
て
い
く
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

拠
点
を
巡
り
活
動
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
目
指
す
の
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

し
な
い
ま
ち
」。「
孤
立
・
孤
独
と

向
き
合
う
」
た
め
に
、
今
実
践
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
一
緒
に
体
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「ひとりぼっちにしないまち」づくりを探索

地
域
社
会
の

た
め
の

社
会
科
見
学

開
催
し
ま
す

申込
方法 締め切り：令和４年12 月7日（水）まで

申込みフォーム
はこちらへ▼

問合せ先 ： 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 地域・ボランティア課（担当 秋本・奥野・大山）
［TEL］ 0985-25-0539　［メール］ vc@mkensha.or.jp　［HP］ https://www.mkensha.or.jp/circle/

12
◀三股駅

上米公園▶

コメーキング
スペース

グローカルハウス
ワジマ

ひかりの森こども園いっぽのひかり

会場
ビオトープP 32台

P 12台

「孤立・孤独と向き合う」
12月13日（火）13:00（受付12:30～）～ 16:30
会　　場 ： ビオトープ（三股町樺山 3000-2）
定　　員 ： 60名　　参加費 ： 無料（１ドリンク付き）
参加対象 ：社会福祉協議会、社会福祉法人、NPO法人、ボランティア団

体、企業等、地域の困りごとを解決したいと実践している方
や活動に参加・協力したいと考えている方

申込みフォームまたは別紙「参加申込書」にてお申し込みください。
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主　催 ： 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会、Community Design Lab.

アドバイザー Branch Meeting コメンテーター

高野 和良 氏 たかの かずよし

九州大学大学院 人間環境学研究院 教授

熊本県生まれ。九州大学大学院文学研究科修
士課程修了。社会保障研究所（現 国立社会
保障・人口問題研究所）研究部研究員、山口
県立大学社会福祉学部教授を経て現職。「広
がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」には 
初回より携わっていただいている。

古賀 桃子 氏
特定非営利活動法人 ふくおかＮＰＯセンター 代表

福岡市出身。九州大学大学院法学研究科（公
法学修士）修了。「草の根から、社会を描く。」
を合言葉に、企業・行政・公民館・社協等の
橋渡しや伴走支援を通じた、地域づくり・社
会づくりの黒子に注力。近年は防災や災害時の
広報支援にも取り組む。

1 森の子学習塾  「笑う・学ぶ・食べる」をセットに「学習と向きあうこと」を大切に育てる場所。

2 みまたん宅食どうぞ便 外からは見えない 「つらさ」 に、食材を届けながら気づく機会を。

3 コメーキングスペース 人と人とをつなぎ、多様な立場や世代の人々が集える場所。

4 樺山購買部 「買い物・地域の居場所・寄付文化の醸成」の機能を持つ 「地域密着型商店」。

5 りんりん食堂 家庭での供食が難しい子ども達や多様な世代が集う「こども食堂」。

6 キママプロダクツ 今ある雇用の仕組みに馴染めない人たちが気ままに働ける場所。

7 タテヨコナナメ つらい思いをしている子ども達がたくさんの人と関われるきっかけを。

おまけ ジャンカン馬・ 栗姫号 町のアイドルを撮影できるチャンス！

受 付12:30-13:00

休憩15:15-15:25

記念撮影16:25-16:30

閉会16:30

オリエンテーション13:00-13:05

あいさつ：社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会13:05-13:10

「孤立・孤独と向き合う」～ Branch Meetingを振り返って

「みつける。」「つながる。」「ささえる。」と、３回シリーズで考えてきた「孤立・孤独と向き合う」ということ。
Branch Meeting の振り返りとともに、 支援者として大切にするべきポイントは何か、 改めてまとめていただきます。

13:10-13:25

社会科見学 －「ひとりぼっちにしないまち」づくりを探索
三股町社会福祉協議会では、地域住民や地域の多様な主体が参画し、住民一人ひとりの暮らしと生きがいを地域と
共に創る「地域共生社会」の実現を 目指して、「実践支援研究室」＝ Community Design Lab.を立ち上げ、 2025
年までに 200 の活動、 2025人の地域活動者を生み出そうとしています。根底に「ひとりぼっちにしないまち」づくりが
流れているそれぞれの活動内容について 、情報収集をしながらグループに分かれてまちを巡ります。

13:25-15:15
（110 分）

パネルディスカッション
社会科見学を振り返りながら、それぞれの活動内容で印象に残っていること、どんな「孤立・孤独
と向き合い」ながら、課題解決につなげているのか等、パネラーと共に深堀していきます。
［パネラー］　 高野 和良 氏　九州大学大学院 人間環境学研究院 教授
　　　　　　古賀 桃子 氏　特定非営利活動法人 ふくおかＮＰＯセンター 代表 
　　　　　　松崎 亮 氏　　三股町社会福祉協議会（Community Design Lab.）
［進行］　　　大山 晃代　　 宮崎県社会福祉協議会 

15:25-16:25
（60 分）

古賀 桃子 氏　特定非営利活動法人 ふくおか NPO センター 代表

こが ももこ

プログラム


